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１．研究計画の概要 
 

（1）本研究では、これまで研究代表者が継
続して行ってきた中国（大陸）研究を基礎と
し、同じ中華圏における台湾の高齢者福祉の
現状とその背景を明らかにすることを一義
的目標としている。 

（2）現地調査によって得られた知見に基づ
き、本研究期間内に社会主義体制とは異なる
台湾の政治枠組みが、どのように社会保障制
度を整備し、今後どのような方向性をたどっ
ていくのかを高齢者福祉に焦点をあてて解
明していく。 

（3）とくに台湾独自の問題として存在して
いる福祉施設における外国人ヘルパー問題、
また日本植民地時代に設置されたハンセン
療養所の直面する入所者の高齢化など、多角
的な方面から台湾の高齢者福祉に焦点をあ
てる。 
（4）長期的には、中国大陸や日本社会との
比較から、福祉分野における儒教文化圏の変
動様態を抽出することを目指す。 
 

 

２．研究の進捗状況 
 

 本研究は現地聴き取り調査および文献資
料収集を中心に進めている。 
（1）台湾の高齢者福祉は現在、在宅ケアを
中心とする政策が進められている。施設ケア
段階を経ず、在宅介護をいかに充実させてい
くかという方向に政策議論の中心があるた
め、介護保険の導入や介護労働者の育成に焦
点が当てられている。 
（2）台湾における福祉政策は軍人・公務員・

教員を中心とする特殊な人々のみを対象と
し、1949年以降長期にわたり「救済型福祉」
の様相を呈してきた点で中国大陸との共通
点が多い。政治体制は異なるが、経済格差を
利用した介護労働者の確保、高齢者施設の二
極化、高齢者間の格差問題、福祉財源の宝く
じ収入依存、独居老人数の少なさ等、大陸の
高齢者問題との共通点も多い。 
（3）福祉政策は政治動向と密接に関わって
おり、80年代の民主化後も選挙公約の道具と
して福祉が位置づけられてきた。そのためコ
ミュニティケアやデイケアなど、比較的健康
な高齢者のケアに関する議論が乏しく、実質
的なサポート対象としては要介護度の高い
高齢者や低収入層に対するケアを中心とし
た議論が進められている。 
（4）介護労働が収入や社会的地位の低さに
よって台湾人に敬遠される状況にあり、在宅
ケア推進の大きな課題となっている。台湾人
ヘルパーの不足を埋めるものとして外国人
介護労働者はすでに大きなマンパワー（18
万人）となっており、その 9割以上が個人の
家庭で雇用されている。 
（5）植民地時代に設置されたハンセン病療
養所は、今後の入所者数減少を見越して地域
に開かれた高齢者ケア機能を備えた複合的
総合病院へと変貌しつつある。移転計画や施
設保存、国賠訴訟による入所者間の補償金問
題等複雑な様相を呈しており、入所者間で外
省人、本省人格差等がみられる点については、
台湾特有の高齢者問題の一端が窺える。 
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②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 台湾での現地調査において資料収集が比
較的順調に進んでおり、台湾の各種高齢者施
設や行政担当者へのインタビューをかなり
進めることができた。また入手が難しい行政
統計資料や日本植民地時代に関する資料収
集も順調に進めることができた。 
 並行して中国大陸における高齢者問題に
関する資料収集も継続しており、比較検討の
材料を順調に揃えることができている。 
 

 

４．今後の研究の推進方策 
 
（1）これまで台湾北部を中心とする調査を
行ってきたので、中南部地域の調査を推進し
比較検討することによって、台湾における地
域格差問題に焦点をあてる。 
（2）1949 年以降、政治体制がまったく異な
る中国大陸との福祉政策における共通点が
かなりみられることがわかったので、今後は
大陸との差異に焦点をあてた分析を進める。 
（3）施設介護に関する聴き取りを中心とし
てきたので、可能な限り在宅での介護問題、
とくに外国人介護労働者の個人雇用を行っ
ている家庭での聴き取りを進める。 
（4）日本社会における外国人介護労働者問
題と台湾における外国人雇用における問題
点との比較検討を行う。 
（5）台湾楽生院の今後の行方を見守ること
で、日本のハンセン病療養所の将来的な方向
性への視点を探る。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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